
《ブルゴーニュの麦畑》1980 年　名古屋市美術館蔵　ⓒMIGISHI

〒494‐0007 愛知県一宮市小信中島字郷南 3147‐1　TEL.0586‐63‐2892　https://s-migishi.com
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主催●一宮市三岸節子記念美術館、中日新聞社、生誕 120 年三岸節子展実行委員会　
監修●山田諭氏（美術史家、元・名古屋市美術館学芸課長）　特別協力●名古屋市美術館、堀美術館　助成●一般財団法人地域創造

生
誕
１
２
０
年
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展

一宮市三岸節子記念美術館

〒494‐0007 愛知県一宮市小信中島字郷南 3147‐1
TEL.0586‐63‐2892　https://s-migishi.com

一宮市三岸節子記念美術館相互割引●
堀美術館　企画展「生誕 120 年　三岸節子展～その挑戦と表現の変遷～」（5月29日～ 2027 年 1月17日）の観覧券（半券可）ご提示で、

　　　　　本展観覧料が 2割引となります（1枚につき1名限り・割引の併用不可）。

開館時間●午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで）
休館日●毎週月曜日（7月20日は開館）、7月21日（火）、8月12日（水）
観覧料●一般 1,000 円、高大生 500 円、中学生以下無料
※20名以上の団体は2割引　※一宮市内在住の満65歳以上で住所・年齢の確認できる公的機関発行の証明書等を提示された方、
および身体障害者手帳・戦傷病者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳（ミライロID可）を持参の方（付添人 1人を含む）は無料。

巡回予定

神戸市立小磯記念美術館
2026 年 8月29日（土）～ 11月8日（日）

横須賀美術館
2026 年 11 月14日（土）～12月20日（日）

堀美術館　
企画展「生誕 120 年　三岸節子展

交通案内●公共交通機関をご利用の場合　名古屋駅から電車とバスで約40分●JR 東海道本線（名古屋駅⑤⑥
番）にて｢尾張一宮駅｣下車、または名鉄名古屋本線にて｢名鉄一宮駅｣下車（JR新快速･名鉄特急で10～15 分）、
一宮駅西口の名鉄バスターミナル②番のりばから｢起（おこし）｣行きで約15分、｢起工高･三岸美術館前｣バス停下
車、徒歩 1分。［バスは1時間に約 3本運行］●岐阜羽島駅（東海道新幹線）からタクシーで約 20分

（旧Twitter）

@s_migishi_muse s.migishi.museums.migishi.museum

特別協力館展覧会情報

※10月31日まで本展の観覧券（半券可）のご提示で、堀美術館企画展の観覧料が
　一般 1,000 円から500 円に、学生・敬老・障害者 500 円から300 円になります
　（1枚につき1名限り・割引の併用不可）。

2026 年 5月29日（金）～ 2027 年 1月17日（日）
開館時間●午後 1時～ 5時（入館は午後 4時 30 分まで）
休館日●月～木曜日（祝日を除く）、資料整理日、夏季休暇、年末年始
会場●堀美術館（名古屋市東区主税町四丁目4番 2）
電話●052-979-5717または 052-856-6677
主催●公益財団法人　堀科学芸術振興財団

《静物（金魚）》1950 年　東京国立近代美術館蔵　ⓒMIGISHI

《室内》1938 年　宮崎県立美術館蔵　ⓒMIGISHI

2026 年

620 816

（土）

（日）

～

  ～その挑戦と表現の変遷～」



　

洋
画
家
・三
岸
節
子
は
、
１
９
０
５
年
、
愛
知
県
中
島
郡
小
信
中
島
村
（
現
・

一
宮
市
）
に
生
ま
れ
、
２
０
２
５
年
に
生
誕
１
２
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
館
で

は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
70
年
余
に
及
ぶ
画
業
の
代
表
作
を
網
羅
し
た
、
本
格

的
な
回
顧
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

三
岸
節
子
は
溢
れ
る
才
能
を
煌
め
か
せ
た
画
家
・
三
岸
好
太
郎
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
、
そ
の
早
逝
（
１
９
３
４
年
・
享
年
31
歳
）
後
に
独
自
の
道
を
歩
み
は

じ
め
、
独
立
美
術
協
会
展
や
新
制
作
派
協
会
展
に
室
内
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

戦
時
下
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
懸
命
に
制
作
を
続
け
て
、
終
戦
翌
月
に
東
京

で
は
戦
後
初
と
な
る
個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
代
に
は
、
薫
り

高
い
色
彩
と
華
麗
な
造
型
を
融
合
さ
せ
た
卓
上
の
静
物
画
が
人
気
を
博
し
て
、

第
１
回
サ
ン
パ
ウ
ロ
・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
や
第
８
回
サ
ロ
ン
・
ド
・
メ
に
出
品
す
る
な
ど
、

日
本
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５
４
年

に
初
め
て
渡
仏
、
ヨ
ー
ロッ
パ
風
景
に
魅
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
日
本
文
化
を
再
発

見
し
て
、
帰
国
後
は
開
か
れ
た
空
間
の
な
か
に
埴
輪
や
鳥
・
魚
・
花
、
そ
し
て

神
奈
川
県
大
磯
に
海
の
見
え
る
ア
ト
リ
エ
を
新
築
・
転
居
し
て
以
降
に
は
太
陽

と
いっ
た
新
た
な
モ
チ
ー
フ
を
配
し
た
作
品
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
日
本

国
際
美
術
展
や
現
代
日
本
美
術
展
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。
１
９
６
８
年
に

再
渡
仏
、
南
仏
カ
ー
ニュ
に
居
を
構
え
る
と
、ヴェ
ネ
チ
ア
や
ブ
ル
ゴ
ー
ニュ
な
ど
の

風
景
に
取
り
組
ん
で
、
深
味
の
あ
る
色
彩
と
力
強
い
造
型
に
よ
る
独
自
の
風
景

画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
１
９
８
９
年
の
帰
国
後
は
大
磯
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作

を
続
け
、
１
９
９
９
年
に
94
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
画
業
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
油
彩
の
代

表
作
、
初
出
品
を
含
む
約
70
点
を
年
代
順
に
紹
介
し
、「
情
熱
の
画
家
」三
岸

節
子
の
生
涯
に
渡
る
芸
術
の
展
開
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

おしゃべり鑑賞会（要申込）
対話型鑑賞の方法を用いて、学芸員によるファシリテーションの元、
展覧会出品作品について楽しくおしゃべりしながら鑑賞します。
日時●7月4日（土）午後 2時～ 3時
定員●10 名（先着）
参加費●無料（ただし観覧券が必要）
申込●5月26日（火）午前 9時から7月3日（金）午後 5時までに
　　　電子申請または電話（定員に達しない場合は当日申込可）

講演会「日々 の仕事としての絵画　三岸節子の芸術」
本展監修者が三岸節子の画業などについて講演します。
日時●7月5日（日）午後 2時～ 3時 30 分（午後 1時 30 分開場）
講師●山田諭氏（美術史家、元・名古屋市美術館学芸課長）
定員●60 名（先着）
参加費●300 円（観覧料を含まない）、中学生以下無料
申込●当日午後 1時から整理券配付

赤ちゃん＆こどもアート鑑賞会（要申込）
こども鑑賞会の経験豊富な講師と一緒に作品を鑑賞しましょう。
美術館が初めてのお子様も、お気軽にご参加ください。
日時●7月12日（日）　①午前 9時 30 分～ 10 時 30 分　②午前 11 時～正午
　　　③午後 1時 30 分～ 2時 30 分
講師●冨田めぐみ氏（NPO法人赤ちゃんからのアートフレンドシップ協会代表理事）
対象●0歳～小学生のお子様とその保護者（保護者１人につき子ども2人まで）
定員●各回 5組 10 名程度（抽選）
参加費●無料（ただし観覧券が必要）
申込●5月26日（火）午前 9時から6月23日（火）午後 5時までに
　　　電子申請または電話（定員に達しない場合は当日申込可）

巡回館担当学芸員によるクロストーク「三岸節子の魅力」
本展を担当した学芸員 3名がそれぞれの視点から三岸節子の魅力について語ります。
日時●7月19日（日）午後 2時～ 3時 30 分（午後 1時 30 分開場）
講師●金井紀子氏（神戸市立小磯記念美術館学芸員）・
　　　沓沢耕介氏（横須賀美術館学芸員）・野田路子（当館学芸員）
定員●60 名（先着）
参加費●無料（ただし観覧券が必要）
申込●当日午後 1時から整理券配付

ワークショップ
「色をかんじる・色であそぶ～私はカラリスト（色彩画家）～」（要申込）
赤・青・黄の 3 色を混ぜ合わせるとあらゆる色をつくることができます。三岸節子が追求し
た色彩に着目し、色について学んで遊ぶワークショップです。節子が好んだ色は？あざやか
な色彩とは？色の持つ感情や印象とは？色には気持ちを表す力があります。色の実験と色の
発見、自分だけの色のマイバックづくりを通して、色彩の世界をかんじてみましょう。
日時●7月26日（日）　①午前 10 時～ 11 時 30 分　②午後 2時～ 3時 30 分
講師●池田ちか氏（コノハ美術代表）
対象●小学生～中学生（小学3年生以下は保護者同伴、保護者1人につき子ども2人まで）
定員●各回 20 名
参加費●600 円（観覧料を含まない）
申込●5月26日（火）午前 9 時から7 月7日（火）午後 5 時までに、
美術館ウェブサイトからオンライン申込み。または、はがきに郵便番号・
住所・参加者の氏名（ふりがな）・年齢・学年・保護者名・電話番号・
参加希望回（第 2希望まで）を記入して郵送。

学芸員によるギャラリートーク
日時●7月25日（土）・8月8日（土）　午後 2時～ 3時
定員●なし　参加費●無料（ただし観覧券が必要）
申込●不要（当日直接会場）

３館協働フィールドワーク「節子ゆかりの風景」上映
巡回館 3館それぞれの近隣にある、
三岸節子に縁のある風景を会場にて上映します。

「三岸節子を詠む」短歌ポスト
三岸節子は雑誌「女人短歌」の表紙絵を手がけていました。来場者に、
三岸節子の作品をテーマにした短歌を詠んでいただき、各会場で掲
示します。入賞された方には、後日当館の招待券をお送りいたします。
※応募作品の著作権などの諸権利は主催者に帰属します。

募集期間●6月20日（土）～ 8月16日（日）
選者●小塩卓哉氏（現代歌人協会理事）

 

《さいたさいたさくらがさいた》1994～1998 年　一宮市三岸節子記念美術館蔵　ⓒMIGISHI

《二つの像》1959 年　一宮市三岸節子記念美術館蔵　ⓒMIGISHI

《二つの太陽》1967 年　名古屋市美術館蔵　ⓒMIGISHI

《ヴェネチア》1972 年　堀美術館蔵　ⓒMIGISHI

※最新情報は当館 SNS、ホームページをご確認ください。　※当館および一宮市が取材した記録映像・音声等は、加工せずそのままウェブサイトや広報紙に掲載することがあります。


